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国
立
歴
史
民
俗
博
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館
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転
法
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題
】

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
転
法
輪
鈔
』（
全
四
帖
、
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
）
は
、

安
居
院
流
唱
導
資
料
の
集
大
成
と
言
う
べ
き
『
転
法
輪
鈔
』
の
一
部
で
あ
る
。
金
沢

文
庫
に
保
管
さ
れ
る「
転
法
輪
鈔
目
録
」に
よ
れ
ば
、『
転
法
輪
鈔
』は
澄
憲（
一
一
二
六

～
一
二
〇
三
）
の
草
を
中
心
に
、
仏
釈
・
経
釈
・
施
主
段
の
詞
・
表
白
な
ど
、
仏
事

法
会
の
詞
を
収
集
し
た
も
の
で
、
全
八
箱
、
合
計
六
百
六
十
三
帖
以
上
に
な
る
大
規

模
な
編
纂
物
で
あ
っ
た
。
歴
博
本
は
そ
の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
一
帖
「
堂
供
養　

下
」
は
、
主
に
俗
人
が
建
立
し
た
持
仏
堂
の
供
養
で
用
い
ら

れ
た
表
白
を
収
録
し
て
い
る
。
多
様
な
階
層
の
施
主
の
依
頼
を
受
け
た
澄
憲
の
活
動

の
広
さ
が
伺
え
る
。
建
立
さ
れ
た
堂
舎
や
仏
像
、
堂
内
の
荘
厳
に
関
す
る
記
述
も
詳

細
で
あ
る
。
第
二
帖
「
仏
供
養
・
修
法
・
結
縁
灌
頂

天
台

・
秘
教
」
は
密
教
に
関
係

す
る
仏
事
で
用
い
ら
れ
た
表
白
を
収
録
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
慈
円
の
依
頼

で
作
成
し
た
表
白
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
、
澄
憲
と
慈
円
・
九
条
家
の
関
係

を
う
か
が
う
絶
好
の
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
澄
憲
が
自
身
の
た
め
に
修
し
た
行
法
の

表
白
も
含
ま
れ
、
晩
年
の
澄
憲
の
精
神
世
界
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
帖
「
関

白
家
修
善
」
は
主
に
松
殿
基
房
が
主
催
し
た
仏
事
の
表
白
を
収
録
し
て
い
る
。
澄
憲

が
表
白
を
通
し
て
松
殿
と
い
う
家
の
創
始
と
繁
栄
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
様
子
が
読

み
取
れ
る
。
第
四
帖
は
第
一
帖
と
同
じ
く
「
堂
供
養
」
で
あ
る
が
、
僧
侶
を
施
主
と

し
て
い
る
。
主
に
比
叡
山
上
の
堂
舎
に
関
係
す
る
表
白
を
収
録
し
て
い
る
。

以
上
の
各
帖
に
収
録
さ
れ
る
表
白
は
、
他
寺
院
・
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
転
法
輪

鈔
』
所
収
の
も
の
と
一
部
は
重
な
る
が
、
大
多
数
は
新
出
で
あ
り
、
澄
憲
の
事
跡
と

彼
を
と
り
ま
く
人
間
関
係
、
お
よ
び
澄
憲
の
唱
導
の
詞
と
実
践
に
つ
い
て
、
多
く
の

こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
写
年
代
は
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）、
澄
憲

没
後
間
も
な
い
頃
の
写
本
で
、
類
聚
と
抜
書
を
繰
り
返
し
て
流
布
し
た
安
居
院
流
唱

導
書
の
初
期
形
態
を
示
し
て
い
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。
文
学
・
思
想
・
文
化
史
・
美

術
史
な
ど
多
様
な
分
野
か
ら
の
分
析
と
読
解
が
可
能
な
平
安
時
代
末
の
儀
礼
テ
ク
ス

ト
と
言
え
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
安
居
院
、
唱
導
、
澄
憲
、
法
会
、
表
白

資
料
紹
介
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